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ブ ド ウハ モ グ リ ダニによるブ ド ウ え そ 果病 の伝搬

は じ め に

ブドウえそ果病( 旧 モ ザイ ク病) は. 1984年に茨城
県の ‘ 巨峰' でその発生が初めて報告 さ れ(田中. 1984). 
その後， 青森， 秋田， 栃木， 埼玉の各県で発生が知 ら れ

る よ う に な っ た 。 山 梨 県 に お い て は， 同年西 島 ら

(1984) により ‘ 巨 峰二 ‘ピオー ネ '， ‘高尾' における発生

が確認 さ れ， 以後本病に関する研究が開始 さ れた 。

病原ウイルス( C raμvi ne berηI i nner necrosi s vi rus， 
GIN V) は， 長 さ 749 土32 nm. 幅 12 nmのひも状粒子

で(柳瀬. 1985; 柳 瀬 ら . 1986; 柳 瀬・寺 井. 1987). 
近年 YOSHlKAWA et al. (1997 ) により Tri chovi rus属に分

類 さ れた 。

病徴は新梢， 葉， 果実に認め ら れる。 新梢は節聞が短

縮し， 時に組織内部に達する濃緑色・水浸状のえそ条斑

が見 ら れる。 幼木に発病する と 結果母校の登熟が悪く，

樹勢も衰え， 樹冠拡大が図れないため経済栽培が困難 と

なる。 葉は小 さ し 葉身はしばしば波打つ。 また， 黄白
色の モ ザイク斑やリング状ま た は稲妻状の線状斑が現
れ， 奇形 と なる。 果実には落花直後の幼果期(6月中旬
頃) か ら 濃緑色のえそ斑が果面に多数見 ら れる。 えそ斑
は果肉内部にまで達するが， 程度が軽い場合は果皮の着
色に伴い目立たなくなり健全果 と の判 別が困難 と なる。
症状の激しい果粒は着色不良で成熟せず， 果肉は硬く小

粒で， 商品価値がなくなる。 これ ら の病徴は ‘ 巨峰'， ‘ピ
オーネ '， ‘高尾'， ‘キ ャ ンベル・アーリー' などの品種で
顕著に認め ら れる。 これに対し ‘デラウェア‘， ‘ 甲 州' な
どでは発症せず， 潜在感染するこ と が知 ら れている。

本病は接木伝染のほか 自然伝搬するこ と が確認 さ れて

いたが(寺井. 1989; TERAI et al . ， 1993). これまで媒介

者は不明であった 。 本病の伝染経路を解明するため， 発

病園において防 虫状態での隔離栽培等の試験を行った と

ころ， 土壌伝染ではなく地上部の微小動物の関与が示唆
さ れた 。 そこで， 本病の媒介者を明 ら かにするため， 主
にブドウ圃場に生息する数種の昆虫 と ダニ類を用いて伝
搬試験を行った 。 また， 媒介者の可能性が示唆 さ れた プ
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ドウハモ グリダニColomerus vi ti s  ( P agen stecher) の

県内における発生実態 と えそ 果病の関係を調査し た の

で， その概要を紹介する。 なお， 本稿は山梨県果樹試験

場研究報告第10 号に掲載した 内容を紹介するものであ

る。

I え そ 果病の伝搬様式

1992年4月， 自然伝搬が確認 さ れ た 山 梨県勝沼 町の

激発園場に次のような試験区を設置し， 無病の ‘ 巨峰' 苗
木を各区10 樹植栽した 。

試験区の概要
A区 : スクリーンハウス外に供試樹を直植え
B区 : スクリーンハウス内に供試樹を直植え
C 区 : スクリーンハウス内に供試樹を直植えして不織布

で密閉被覆
D 区 : スクリーンハウス内の地面をビニールフ ィ ルムで

覆い， その上に高 さ 約30 cmの 台 を 置き， 鉢植
えした供試樹を設置

E 区 : D 区に加え， 供試樹を鉢ご と 不織布で密閉被覆
スクリーンハウスは 0 .5 mm目合いで， 長 さ 6 m. 幅

2 m. 高 さ 2 m と した 。 鉢植えの養土は市販の加熱殺菌

済みの土， 木炭， 鹿沼土を混合して用いた 。 ハウス内で
の管理作業は必要最 小 限 に と どめ. 1992 � 95年の4 ヶ

年発生状況を継続調査した 。

調査結果を表ー1 に示し た 。 スクリーンハウス外に供

試樹を直植えしたA区では， 植え付け1年後の1993年

に5 樹が発症した 。 さ ら に 94年には10 樹すべてが発症

表 ー 1 え そ 果病発生園場 に 設置 し た
ス ク リ ー ン ハ ウ ス 内 での 自 然伝搬

供試 10 樹の発症樹数
供試樹の植栽条件.)

1992 1993 1994 1995 

A 区 : ス ク リ ー ン ハ ウ ス 外 に 直 植 え 。 5 10  10  
B 区 : ス ク リ ー ン ハ ウ ス 内 に 直植 え 。 2 3 3 
C 区 : ス ク リ ー ンハ ウ ス 内 に 直植 え ， 。 。 。 。

不織布で密閉被覆
D 区 : ス ク リ ー ン ハ ウ ス 内の地面 を 。 。 3 4 

ビ ニ ー ル フ ィ ル ム で被 う ，
鉢植 え

E 区 : D 区 に 加 え ， 鉢 ご と 。 。 。 。
不織布で密閉被滋

叫 1992 年 4 月 植栽.
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プ ド ウ え そ果病の虫媒試験表 -2

接種吸汁期間 接種株数
ηL
EU
nhυ
rO
凋A噌
q，，M

FD
14

 

14�49 EJ 
5�27 

1 O�21 
15�22 
15�20 

7 

接種虫数
7�300 頭
3�150 

15�220 
80�85 

100�200 
1O�50 

接種方法.)

①②③ 
①② 
①② 
①② 
①② 
② 

実施年
1994 '95 '96 '97 
1993 '94 '95 
1993 '94 
1993 '95 
1993 '94 
1993 

ブ ド ウ ハ モ グ リ ダニ
ア ブ ラ ム シ類
フ タ テ ン ヒ メ ヨ コ ノ f イ
ハ ダニ類
チ ャ ノ キ イ ロ ア ザ ミ ウ マ
コ ナ ジ ラ ミ 類

供試虫

.， ① え そ果病樹か ら 採集 し た 供試虫 を直接無病の鉢植 え ‘巨崎' に 接種吸汁.
②そ の他の植物か ら 採集 し た 供試虫 を え そ果病の鉢植 え a 巨峰' に獲得吸汁 さ せ た 後， 無病の鉢植 え

‘巨峰' に 接種吸汁.
③ え そ果病の鉢植 え ‘ 巨峰' と 無病の鉢植 え ‘巨峰' を同一テ ト ロ ン ゴ ー ス 内 に 入れ， 供試虫 を放飼.

し， 果房の病徴も観察された。 この結果は圃場内で激し
く伝搬が行われていることを示している。

スクリーンハウス内に供試樹を直植えしたB 区では，
1993年に2 樹， 94年には3 樹が発症したが， 95年には

発症樹は増加しなかった。 なお， フタテン ヒ メヨコバイ
とブドウハモ グリダニの被害が認められた。

スクリーンハウス内に供試樹を直植えして不織布で密
閉被覆した C 区では， 4年を経過しても発症樹は認めな
かった。

スクリーンハウス内の地面 をビニールフ ィ ルムで覆
い， その上に高さ約30 cmの台 を置き， 鉢植えした供
試樹を設置した D 区では， 1994年に3 樹， 95年には4
樹が発症した。 またB区と同様フタテン ヒ メヨコバイ
とブドウハモ グリダニの被害が認められた。

D 区に加え， 供試樹を鉢ごと不織布で密閉被覆した E
区では， 4年を経過しても発症樹は認めなかった。

供試樹を不織布で密閉被覆した C， E 区では発症樹が
認められなかったのに対し， B， D 区では直植え， 鉢植
えにかかわらず発症した。 この結果は， えそ果病の伝搬
が土壌中ではなく地上部で起っていることを示唆するも
の と 考えられた。

プ ド ウ ハ モ リ グ リ ダニ接種 に よ る え そ 果病の伝染表 -3

発症確認
年 月 日

発症株/
{共試株b)

接種吸?十
期 間

採 集
年月 日 接種虫数ß)

病状況を調査した。 接種は次の3 通りの方法を用いた。

なお， ブドウハモ グリダニについては， 寄生する葉片や
新梢切片ごと接種した。
①えそ果病樹から採集した供試虫を直接無病の鉢植え

‘ 巨峰' に接種吸汁

②そのほかの植物から採集した供試虫をえそ果病の鉢植
え ‘ 巨峰' に獲得吸汁させた後， 無病の鉢植え ‘ 巨峰' に

接種吸汁
③えそ果病の鉢植え ‘ 巨峰' と無病の鉢植え ‘ 巨峰' を同一

テトロンゴース内に入れ， 供試虫を放飼( 獲得吸汁と

接積吸汁を同 時並行的に行った。)

供試虫ごとの接種実施年， 接種虫数， 接種吸汁期間，

供試株数等は， 表-2 のとおりである。

ブドウハモ グリダニ， ア ブラムシ類， フタテン ヒ メヨ

コバイ， ハダニ類， チ ャノキイロアザミウマ， コナ ジラ
ミ類を接種した 84 樹の内， ブドウハモ グリダニを接種
した4 樹にえそ果病の典型的な病徴である葉のモ ザイク
症状と新梢節聞の短縮が確認された(表ー3)。

病徴が確認された4 樹は， いずれもえそ果病多発闘場
の擢病 ‘ 巨 峰' または ‘デラウ ェア，( E LISA検 定により

GIN V 感染を確認) から採集した ブドウ ハ モ グ リダニ

を直接接種吸汁させた個体で， それぞれ翌年の4 �5月

に発症した。 各々 の接種 吸汁期間・頭数は， ①1995年
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1995 . 8/17 8/17�10/4 25�70 頭 1/6 1996 . 4/2 

1996 . 9/2 9/2�17 21�30 1/5 1997 . 5/20 
9/11 9/1 1  �24 lOO�300 1/9 11 

1997 . 7/15 7 / 15�31 1O�46 1/9 1998 . 4/24 

叫 え そ果病多発圃場の ‘ デ ラ ウ ェ ア ' ま た は ‘巨峰， (擢病樹) か ら 採
集.

b' 無病の 鉢植 え ‘巨峰

媒 介 虫 の 探 索

1 接種試験の概要

媒介虫探索のための接種試験を1993� 97年の5年間

にわたり行った。 勝沼町のえそ果病激発閏場とその周辺
および旧山梨県果樹試験場内(山梨市万力) のブドウ樹
や雑草等からフタテン ヒ メヨコパイ， チ ャノキイ ロ アザ
ミウマ， アブラムシ類， ハダニ類， ブドウハモ グリダニ
などを採集し試験に供した。 接種はテトロンゴース製の

袋を用い， 25" Cの人工 気象室で行った。 接種期間は5�

45日で， 接種終了 後に殺虫処理を実施した。 その後，
防 虫管理したガラス温室に置き， 肉眼観察により随時発

E 
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8月17日�10月4日， 40 頭前後， ②1996年 9月2 �17
日， 21 頭， ③1996年 9月1 l �24日， 300 頭， ④1997
年7月15 �31日， 18 顕であった。 ①の発症樹について

は， 1997年春， 圃場に定植し翌 98年 6月中旬には果粒

のえそ 斑 が 確 認 さ れ た。 な お， こ れ ら4 樹か ら RT
P CR により GIN V が検出されている (宮下ら， 1999 : 

KUN UGI et al . ，  1999)。

伝搬が起こる最短の接種吸汁期聞は14日， 最少頭数
は18 頭であったが， 本試験では虫媒伝染の有無を確認
するため， 可能な限り多数の ブドウハモ グ リ ダニを接種
した。 今後， 本虫の寄生密度とウイルス伝搬との関係を
明らかにするには， さらに保毒虫率等の詳細な研究が必

要と考えられる。 また， 伝搬可能な獲得吸汁および接種
吸汁期間についても究明しなけれ ばならない。

一方， 本試験で供試したヨコノ Tイ， ア ブラム シ， アザ

ミウマ等による本病の伝搬は確認されなかった。 以上の
ことから ブドウハモ グ リ ダニ が本病の媒介虫と考えられ
た (口 絵写真参照)。 本種の体長は 0 .25 mm前後と極め
て微小なため， 先述の伝搬様式を解明するための試験に
おいて， 0 .5 mm目合いの防虫網による一重被覆区で伝
搬が起ったことは容易に推察できる。

2 ブ ド ウ ハ モ グ リ ダ ニ の発生生態

長田 (1970) によると， 本種は， 成虫が ブドウの芽の
りん片下および毛じ内に潜入して越冬する。年間世代数
は明らかでないが， 寄生加害された若葉は葉表に火ぶく
れ状のコプ(ゴール) を多数形成し (口 絵写真参照)， 
葉裏は毛せん状となる。 こうした被害は5月上旬の展葉
直後に， 数節の葉に一斉に発生する。 その後， しばらく

は被害の進展が全く認められないが， 6月中旬に再び新
梢先端と副梢の若葉に見られるようになる。 寄生から
4 � 6日経過するとゴール が形成されるが， 硬化した成
葉を加害することはない。 成虫は新梢を歩行し先端に移
動することが知られているが， 風の力による分散もある
と考えられている。 新梢先端部では実体顕微鏡下で比較
的簡単に寄生を確認できるため， 葉のゴール内よりも効

率的に本種を採集することができる。 接種試験の供試虫
も本部位から多数得ることができた。

皿 え そ 果病の発生地域 と ブ ド ウ ハ モ グ リ ダ ニ

の発生密度

1996年 9月上旬 �10月上旬に ブドウハモ グ リ ダニの
発生が多い ‘デラウェア' について， 県内産地における本
虫の発生状況を葉に形成されたゴールの有無により見取
り調査した。 調査圃場は， 県下15 市町村から344圃場
を任意に選定した。 なお， ゴールの形成が認められた園

表 -4 山梨県 に お け る ブ ド ウ ノ 、 モ グ リ ダニの発生実態 ( 1996)

調査地域 調 査 発 生 発 生 え そ果病の
闘場数.) 圃場数b) 園場率 発 生 程 度

東山梨 勝沼町岩崎 73 . 1% 多c)

6 . 3  

26 9一
2
4
0
0
0
0

1
 

AHV
AHU
AHv
nHU

 

東山梨 勝沼町藤井 32 
H 菱山 1 4  
H 勝 沼 16 

山梨市 27 
塩山市 24 
牧丘町 8 
大和村 13  

28 . 6  

7 . 7  
少

峡 中 62 1 1  17 . 7  

東八代 35 0 0 

峡 北 39 2 5 . 1  

西八代 ・ 峡南 48 9 18 . 8  

小計 318 29  9 . 1 % 

叫計 344 圃場， 品種 : ‘ デ ラ ウ ェ ア \
b)葉 に 形成 さ れた ゴ ー ルの有無 に よ る .
c) え そ果病 は ， 特異的 に 本地域の 巨峰群品種で多発 し て い る .

場は， その程度にかかわらず発生圃場とした。
ブドウハモ グ リ ダニの地域別発生園場率を表 4 に示

した。 えそ果病が多発している勝沼 町岩崎地区の発生園
場率は， 73.1 %と他地域に比べ明らかに高い数値を示し
た。 同じ東山梨地域に含 まれる山梨市， 塩山市， 牧丘町
では， 本調査においてブドウハモ グ リ ダニの発生は確認
されず， 大和村の発生園場率も7 .7 %と低かった。

勝沼町内を各地区ごとに見ると， 藤井地区で 6 .3%，
菱山地区で28 . 6%， 勝沼地区で 0 %と， これらの地区は

岩崎地区の73 .1 %に比較し， いずれも低い発生 闘場率
であった。 一方， 岩崎地区は圃場あたりの発生量も極め
て多く， 他の地域に比べ本虫の密度が明らかに高かっ
た。

以上より， 県内のブドウハモグ リ ダニの発生程度は，

地域聞の格差が極めて大きし えそ果病の多発地域と本
虫の多生息地域がよく一致することが明らかとなり， こ

の結果は本病の ダニ伝搬の傍証になると思われる。

お わ り に

現在， ブドウ から検出されている ウ イル ス の う ち ， 20 
種類が昆虫， 線虫， 土壌菌により媒介されることが明ら
かになっている (今回， 1997)。 媒介昆 虫としてはア ブ
ラム シ， ヨコパイ， コナカイガラム シ類が報告されてい
るが， これまで ダニ類が ブドウのウイルスを伝搬した記
載はなく， ブドウえそ果ウイルスが ブドウでの最初のフ
シ ダニ伝搬性ウイル ス である (羽万ら， 2000 )。

一一一 19



372 楠 物 防 疫 第 54 巻 5f� 9 号 (2000 年)

イ ネ 科やユ リ 科植物では， ウ イ ル ス 媒介者 と し て数種
の フ シ 夕、ニ類が報告 さ れて お り ， 特 に チ ュ ー リ ッ プサ ビ
ダニ が重要で， 本種は世界各国に分布 し， Wheal st1'ealz 
1nosaic virus (WStMV) を伝搬す る こ と がま口 ら れて い
る ( 山下， 1997) 。 し か し ， 従来 RY1novirus 属がフ シ ダ
ニ伝染性 ウ イ ル ス と さ れて き た が， 近年ニ ン ニ ク ダニ伝
染 モ ザ イ ク ウ イ Jレ ス Garlic mite-born巴 mosaic virus 
(GMbMV) の よ う に ， こ の属 に 該当 し な い と j君、わ れ る
ウ イ ル ス も 見 い だ さ れ て い る (YM1A5H 1Tf\ K .  et al . ，  
1996) 。

一方， ブ ド ウ ハ モ グ リ ダニ の発生実態調査か ら ， 本種
の発生密度 は地域格差が極 め て 大 き く ， え そ果病多発地
域 に特異的に 多 く 生息 し て い る こ と が明 ら か と な っ た。
こ の こ と は， 本病が県内全域 に ま ん延 し て い な い こ と と
密接な関係があ る と 推察 さ れる 。 同時に え そ 巣病多発地
域 に お い て は， ブ ド ウ ハ モ グ リ ダニ の防除 を徹底す る こ
と に よ り ， 本病の発生 を抑制で き る こ と が考 え ら れ る 。
ブ ド ウ ハ モ グ リ ダニ の防l除 に つ い て は休眠期の石灰硫黄
合剤の散布が有効で， すでに 多発地域では， こ れに よ り
ブ ド ウ ハ モ グ リ ダニ の発生 は減少傾向 に あ る 。 ま た， 生
育期の防除薬剤 と し て は， ピ リ ダベ ン水和剤お よ び酸化

フ ェ ン ブ タ ス ズ水和剤の有効性が碓認 さ れて い る (羽万
ら ， 未発表) 。

以上 よ り ， ブ ド ウ え そ果病の媒介虫 と し て ブ ド ウ ハ モ
グ リ ダニが確認 さ れ た が， そ の伝搬様式 に は不明な点が
多 い。 今後， 虫体か ら の ウ イ ノレ ス 粒子の確認 と あわせZ草
得 ・ 接種l汲汁時間や保毒期間等， よ り 詳細 な研究が望 ま
れ る 。
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No. 2 天敵微生物 の研究手法

岡 田斉夫 編者代表 B 5 判 222 ペ ー ジ

定価 3 ， 058 円 ( 本体 2 ， 913 円 + 税) 送料 140 円

No. 4 植物病原 菌 の薬剤感受性

検定 マ ニ ュ ア ル

天敵微生物 を 研究 す る た め の 一通 り の 方 法

(研究施設， 天敵微生物の探索 ・ 同定 ・ 増殖等)

の ほ か に ， 近年進歩が著 し い遺伝子解析実験

法 と 天敵微生物 の 目 録 を付 す .

作物病害 の 防除 を 主 と し て 殺菌剤 に 頼 ら ざ る

を 得 な い 現実 の 中 で， 耐性菌の問題は避 け て

日 本植物病理学会殺菌剤耐性菌研究会 編 通れな い . 本書 は ， 薬剤の試験や 現場対応 に

B 5 判 172 ペ ー ジ 関係す る 方 々 に と っ て 有益な蓄で あ る .

定価 2 ， 800 円 (本体 2 ， 667 円 + 税) 送料 124 円

No. 5 日 本産植物細菌病の病名 と

病原細菌の学名
植物細菌病の診断 な ら び に病原細菌の分離 ・

同 定 に 関係 す る 方 の た め に ， 我が国 に 発生 す

西 山 幸司 著 B 5 判 227 ペ ー ジ る 細菌病の種類 を 取 り ま と め た .

定価 3 ， 200 円 (本体 3 ， 048 円 + 税) 送料 132 円

No. 6  í植物 防疫J 誌 に 見 る カ メ ム シ類
B 5 判 278 ペ ー ジ

定価 2 ， 940 円 ( 本体 2 ， 800 円 + 税) 送料 148 円

「構物防疫J に掲載 さ れた 「 カ メ ム シ類」 に 関

す る 論文 を ， 昭和 22 年の創刊号か ら 第 51 巻

(平成 9 年) ま で， 全 61 編 を 発行順 に 集積 し

て 一冊 に ま と め ， 研究の歩 み を ふ り か え る .
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(社) 日 本植物防疫協会 〒 170-8484 東京都豊島区駒込 ト43- 1 1 Te] (03) 3944-1561 Fax (03) 3944-2103 

一一一 20 一一一


